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〔今月の主な内容〕

◆６月議会可決議案 …………………２Ｐ

◆一般質問 …………………………… ３Ｐ

◆請願・陳情・意見書 ………………９Ｐ

◆町政へ一言 ………………………… 10Ｐ

～コアラ学級～
おかあさんに抱かれて、安心のようすの

赤ちゃんです。子育ては大変ですが、他

のおかあさんたちとも話をしたり、相談

したりして頑張っています。赤ちゃんが

元気に健やかに育つように応援します。

おかあさん頑張って！
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■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
小
野
久
雄
氏
が
９
月
　
日
で
任

30

期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
後
任

と
し
て
大
字
朝
日
野
在
住
の
 眞
  住
 

ま
 
す
み

 勝
  康
 氏
（
　
歳
）
を
推
薦
す
る
こ

か
つ
 や
す

65

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

■
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議

　
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
（
県
内
全
市
町
村
で
組
織
）

が
設
立
さ
れ
、
新
た
に
本
組
合
の

組
織
団
体
と
な
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
平
成
　
年
７
月
１
日
か
ら
事

19

務
の
共
同
処
理
を
行
う
た
め
、
規

約
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
シ
ス

テ
ム
開
発
委
託
料
を
補
正

■
平
成
　
年
度
板
倉
町
一
般
会
計

19

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
，
１
８
５
万
１

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
　52

億
４
，
２
８
５
万
１
千
円
と
し
ま

し
た
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
シ
ス
テ

ム
開
発
の
委
託
料
５
０
３
万
８
千

円
及
び
４
月
の
機
構
改
革
に
よ
る

職
員
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
等

の
補
正
で
す
。

■
平
成
　
年
度
板
倉
町
老
人
保
健

19

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
７
０
万
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
　
億
５
，
２

12

５
５
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
支
払
基
金
か
ら
の

18

精
算
金
の
確
定
に
伴
い
、
超
過
分

を
返
還
す
る
補
正
で
す
。

■
平
成
　
年
度
板
倉
町
国
民
健
康

19

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
　
万
８
千
円
を
追

49

加
し
、
予
算
総
額
を
　
億
８
，
５

16

２
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
４
月
の
機
構
改
革
に
よ
る
職
員

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
及
び
電

算
業
務
委
託
料
の
補
正
で
す
。

■
平
成
　
年
度
板
倉
町
介
護
保
険

19

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
６
０
万
５
千
円

を
減
額
し
、予
算
総
額
を
７
億
９
，

６
９
７
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
４
月
の
機
構
改
革
に
よ
る
職
員

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の
補
正

で
す
。

■
平
成
　
年
度
板
倉
町
下
水
道
事

19

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
５
万
３
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
２
億
７
，

４
２
９
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
４
月
の
機
構
改
革
に
よ
る
職
員

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の
補
正

で
す
。

　平成19年板倉町議会第２回定例会が、６月13日から20日まで

８日間の会期で開かれました。今回の定例会では補正予算など

７議案と合併問題調査特別委員会など５つの特別委員会設置に

ついて審議し、いずれも全会一致で可決しました。ほかに、請

願１件を採択し、一般質問には６名の議員が登壇して、町政各

方面に亘った質問を行いました。最終日には、追加提案された

議員発議の意見書を可決して８日間の会期を閉じました。

 今
年
、２
回
目
の
定
例
会
が
開
か
れ
　
　

　
　
　
　
補
正
予
算
な
ど
可
決
し
ま
し
た
。

 一
般
質
問
に
６
人
の
議
員
が
登
壇

６ 月 定 例 議 会
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権
限
を
も
つ
首
長
が
決
断
し

な
い
限
り
実
現
し
な
い
。
６

期
目
、
ベ
テ
ラ
ン
の
針
ヶ
谷

町
長
が
合
併
推
進
の
エ
ン
ジ

ン
役
を
担
う
考
え
は
。

答
・
町
長
　
知
事
が
勧
告
で
き
る

合
併
新
法
が
施
行
さ
れ
て
新

し
い
時
代
に
入
っ
て
い
る
。

現
時
点
で
は
県
も
合
併
を
勧

告
す
る
と
は
言
っ
て
い
な
い

が
、
今
後
、
着
実
に
そ
う
い

う
状
態
が
来
る
こ
と
は
明
白

な
事
実
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。
そ
れ
に
備
え
て
基
本
的

な
こ
と
を
し
っ
か
り
勉
強
、

研
究
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
辺
に
つ
い
て
は
、
新
館
林

市
長
も
私
と
同
意
見
で
あ
る

の
で
、
そ
の
方
向
で
精
一
杯

努
力
し
て
い
き
た
い
。

平
成
　
年
に
館
林
、
明
和
、

15

板
倉
１
市
２
町
で
事
務
レ
ベ

ル
の
研
究
会
設
置
を
合
意
し

た
が
、
西
邑
楽
３
町
の
合
併

協
議
が
揺
れ
動
い
て
い
る
中

で
は
研
究
会
の
開
催
も
難
し

く
、　

年
に
単
な
る
意
見
交

16

換
を
一
度
開
催
し
た
経
緯
が

あ
っ
て
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
状
況
に
あ
る
。

新
館
林
市
長
の
合
併
観
は

 

   

問
・
新
館
林
市
長
は
市
町
村
合
併

に
意
欲
的
な
よ
う
で
あ
る

が
、
合
併
に
つ
い
て
公
式
な

話
し
合
い
は
行
わ
れ
た
の

か
。

答
・
町
長
　
新
市
長
誕
生
後
１
市

５
町
の
首
長
で
、
一
度
会
合

を
持
っ
た
経
緯
は
あ
る
が
、

細
か
い
合
併
話
ま
で
は
し
て

い
な
い
。

 合
併
に
よ
る
経
費
節
減
で

良
質
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

 

   

問
・「
医
療
・
福
祉
の
充
実
」、
「
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」

の
実
現
に
は
、
莫
大
な
財
源

が
必
要
と
な
る
。
そ
の
財
源
  

捻
出
の
近
道
は
合
併
に
よ
る

経
費
削
減
策
で
あ
る
と
思

う
。
市
町
村
合
併
は
強
大
な

市
町
村
合
併
は
時
代
の
要
請

で
、
そ
れ
に
逆
ら
う
選
択
肢

は
な
い
筈
で
あ
る
。
早
晩
合

併
と
い
う
現
実
に
突
き
当
た

ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
こ

そ
、
板
倉
町
も
事
務
レ
ベ
ル

と
は
い
え
合
併
の
検
討
、
研

究
を
し
て
き
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
今
ま
で
の
経
過

と
研
究
成
果
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

答
・
町
長
　
館
林
、
邑
楽
は
一
つ

と
い
う
構
想
と
西
邑
楽
３
町

で
と
い
う
動
き
が
あ
っ
た
中

で
、
枠
組
み
が
は
っ
き
り
し

な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
う

し
た
中
で
、
平
成
　
年
館
林

１４

か
ら
任
意
協
議
会
設
置
の
働

き
か
け
が
あ
っ
た
が
、
当
時

大
泉
、
千
代
田
は
太
田
市
を

中
心
と
す
る
任
意
協
議
会
に

加
入
し
て
お
り
、
１
市
５
町

で
合
併
協
議
す
る
状
況
で
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。そ
の
後
、

の
か
伺
い
た
い
。

答
・
町
長
　
住
民
の
日
常
生
活
圏

の
拡
大
、
少
子
高
齢
化
、
地

方
分
権
、
厳
し
い
財
政
状
況

等
、
市
町
村
合
併
の
理
由
は

い
ろ
い
ろ
あ
る
。
中
で
も
危

機
的
状
況
に
あ
る
国
家
財
政

を
何
と
し
て
も
打
開
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
、
合
併
に

よ
っ
て
経
費
節
減
を
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
指
摘
に
は
同
感
で

あ
る
。
地
方
分
権
云
々
と
い

う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
あ
る

が
、
合
併
の
一
番
大
き
な
国

の
ね
ら
い
は
、
や
は
り
国
の

財
政
危
機
を
回
避
さ
せ
る
た

め
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

合
併
に
つ
い
て
の

検
討
・
研
究
の
経
過
は

 
問
・
国
の
財
政
再
建
を
考
え
れ
ば

真
の
合
併
推
進
者
は
?

 
問
・
財
政
再
建
と
い
う
掛
け
声
ば

か
り
で
、
成
果
は
一
向
に
上

が
ら
ず
八
方
ふ
さ
が
り
の
国

家
財
政
、
借
金
は
累
増
し
続

け
て
い
る
。
そ
う
い
う
財
政

状
況
下
、国
は「
消
費
税
ア
ッ

プ
」、「
医
療
、福
祉
費
の
カ
ッ

ト
」、「
地
方
交
付
税
カ
ッ
ト
」

と
歳
入
歳
出
両
面
か
ら
の
財

政
収
支
の
均
衡
に
躍
起
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
と

し
て
、
地
方
交
付
税
、
補
助

金
カ
ッ
ト
策
の
た
め
に
、
平

成
の
大
合
併
を
誘
導
、
推
進

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
国
の
真
意
を
ど

の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る

「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
財
源
は

合
併
に
よ
る
経
費
節
減
で
捻
出
を
!

一

般

質

問
議会２日目
６月14日昭

①
青
木
秀
夫
　
議
員

◆一般質問

▲分譲が進む板倉ニュータウン
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今
年
度
導
入
の
農
村
資
源

「
保
全
管
理
」
の
取
り
組
み
は
 

 
問
・
農
村
資
源
の
保
全
管
理
を
す

る
制
度
、
農
地
・
水
・
環
境

保
全
向
上
対
策
が
、
今
年
度

よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
現

在
ま
で
の
取
り
組
み
面
積
、

集
落
、
事
業
内
容
、
予
算
等

を
聞
き
た
い
。

答
・
町
長
　
５
年
間
の
事
業
期
間

で
、
実
施
の
国
庫
補
助
事
業

で
あ
り
、
規
約
と
活
動
計
画

の
作
成
が
完
了
し
た
板
倉

西
、
板
倉
東
、
中
新
田
、
西

岡
新
田
、
大
荷
場
、
下
五
箇

南
部
の
６
組
織
、
ま
だ
、
２

行
政
区
で
検
討
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

答
・
建
設
農
政
課
長
　
補
助
対
象

に
係
る
農
振
農
用
地
、
田
３

５
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑
　
ヘ
87

ク
タ
ー
ル
、
合
計
面
積
４
４

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。　10

ア
ー
ル
当
た
り
、
田
４
，
４

０
０
円
、
畑
２
，
８
０
０
円

の
単
価
で
助
成
、
こ
れ
に
伴

う
町
負
担
は
４
６
０
万
円
程

度
に
な
る
。

問
・
も
う
既
に
事
業
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
集
落
も
あ
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
こ
の
支
援
事

業
の
交
付
は
い
つ
ご
ろ
か
。

ま
た
、
こ
の
事
業
に
は
共
同

活
動
支
援
と
営
農
支
援
活
動

が
あ
る
が
、
後
者
の
活
動
が

不
可
欠
、
化
学
肥
料
、
農
薬

を
今
ま
で
の
半
分
に
減
ら

し
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認

定
を
受
け
、
地
域
と
一
体
と

な
り
取
り
組
め
ば
、
よ
り
多

く
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
そ
の
指
導
は
。

答
・
建
設
農
政
課
長
　
５
月
末
に

採
択
申
請
さ
れ
た
活
動
組
織

が
、
８
月
ま
で
が
申
請
期
限

で
あ
る
が
、
早
く
て
　
月
ご

11

ろ
の
支
払
と
聞
い
て
い
る
。

営
農
支
援
活
動
に
つ
い
て

は
、
事
業
の
活
動
範
囲
に
存

す
る
営
農
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
農
業
者
が
、
気
持
ち
を

一
つ
に
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
今
後
、
農

協
等
と
相
談
を
し
な
が
ら
推

進
を
し
て
い
き
た
い
。

問
・
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
、
品
目

横
断
的
経
営
安
定
対
策
だ

が
、
国
が
求
め
て
い
る
農
業

法
人
、
集
落
営
農
団
体
、
認

定
農
業
者
で
条
件
を
達
成
し

加
入
で
き
た
組
織
は
。ま
た
、

町
で
は
認
定
農
業
者
、
農
業

後
継
者
を
担
い
手
と
呼
ん
で

い
る
が
、
そ
の
定
義
を
聞
き

た
い
。

答
・
町
長
　
現
在
ま
で
の
加
入
状

況
は
、
認
定
農
業
者
（
個
人
）

　
名
、
認
定
農
業
者
（
法
人
）

12１
名
、
集
落
営
農
組
織
１
組

合
計
　
件
で
、
対
象
品
目
は

14

小
麦
と
な
っ
て
い
る
。

答
・
建
設
農
政
課
長
　
担
い
手
の

位
置
づ
け
は
、
平
成
　
年
度

19

か
ら
始
ま
っ
た
経
営
安
定
対

策
対
象
者
の
中
で
、
個
人
で

は
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る

経
営
面
積
及
び
法
人
、
特
定

農
業
団
体
と
す
る
。

小
さ
な
農
家
は

切
り
捨
て
ら
れ
る
の
か

 
問
・
農
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
板

倉
町
の
農
家
戸
数
は
、
専
業

３
１
１
戸
、
兼
業
９
５
１
戸

合
計
１
５
６
９
戸
と
な
っ
て

い
る
。
耕
地
面
積
は
田
畑
合

わ
せ
て
１
９
１
７
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
１
戸
当
た
り
平
均
１
・

２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
業
経
営

だ
が
、
農
業
立
町
と
し
て
進

む
中
、
小
規
模
農
家
で
も
安

心
し
て
、
経
営
が
で
き
る
農

業
支
援
が
必
要
だ
が
、
町
長

の
考
え
は
。

答
・
町
長
　
戦
後
最
大
の
農
政
改

革
に
よ
り
、
町
の
農
業
に

と
っ
て
、
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
一
部
の
人
以
外
の
農
業

支
援
を
ど
う
考
え
て
い
く

か
、
具
体
的
に
は
っ
き
り
出

て
い
な
い
が
、
今
後
の
農
業

政
策
に
一
生
懸
命
対
応
し
、

支
援
を
ど
う
す
る
か
考
え
て

い
き
た
い
。

地
域
ぐ
る
み
で
参
加
「
農
地
・
水

環
境
保
全
対
策
」
が
今
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト

一

般

質

問
議会２日目
６月14日昭

②
延
山
宗
一
　
議
員

▲花を育てることは気持ちがなごみます

▲環境保全に取り組む西岡新田地区



（5）　議会だより　№102　平成19年８月１日

間
田
地
区
水
道
管
の
改
善
策

及
び
道
路
整
備
の
対
応
は

 
問
・
海
老
瀬
間
田
の
水
道
管
の
改

善
に
つ
い
て
本
町
で
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

聞
き
た
い
。

答
・
町
長
　
北
川
辺
町
と
の
話
し

合
い
を
行
っ
て
、
ど
う
す
べ

き
こ
と
が
、
一
番
ベ
タ
ー
な

の
か
、
そ
の
辺
は
早
急
に
や

ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

問
・
水
道
管
の
布
設
が
え
を
し
た

あ
と
、
道
路
の
陥
没
や
破
損

に
よ
っ
て
、
困
っ
て
い
る
住

民
は
た
く
さ
ん
い
る
が
、
そ

の
対
処
と
安
全
の
確
保
を
本

町
は
行
っ
て
い
る
の
か
聞
き

た
い
。

答
・
町
長
　
陥
没
を
発
見
し
た
場

合
、
修
繕
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
陥
没
し
た
上
に
舗

装
を
の
せ
る
方
法
を
と
っ
て

い
る
。
工
事
す
べ
て
に
言
え

る
こ
と
だ
が
、
仕
様
書
ど
お

り
に
施
行
さ
れ
て
い
る
か
、

手
抜
き
は
な
い
か
、
監
督
業

務
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
方

向
で
、
現
在
進
め
て
い
る
。

問
・
側
溝
や
排
水
路
の
整
備
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。

答
・
建
設
農
政
課
長
　
側
溝
に
つ

い
て
は
、
排
水
を
確
保
す
る

こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
整
備

す
る
必
要
が
あ
り
、
極
力
道

路
の
拡
幅
に
あ
わ
せ
て
設
置

を
し
た
い
。

危
険
箇
所
の
対
応
は

信
号
機
設
置
を
早
急
に

 
問
・
町
内
危
険
箇
所
の
信
号
機
設

置
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答
・
総
合
政
策
課
長
　
町
の
方
で

も
公
安
委
員
会
に
、
５
箇
所

の
信
号
機
の
設
置
を
要
望
し

て
い
る
。
判
断
基
準
が
色
々

あ
り
、
な
か
な
か
設
置
の
方

向
に
い
か
な
い
の
で
、
警
察

の
方
に
は
順
次
口
頭
で
要
望

し
て
い
き
た
い
。

少
子
化
に
歯
止
め
を

子
育
て
支
援
の
あ
り
方
は

 
問
・
子
育
て
環
境
整
備
と
少
子
化

対
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
・
町
長
　
少
子
化
対
策
と
し
て

乳
幼
児
の
健
康
と
健
や
か
な

育
成
を
図
り
、
深
刻
化
す
る

少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援

の
推
進
を
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て

子
ど
も
を
健
や
か
に
育
て
ら

れ
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し

た
い
。

問
・
乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
を
小

学
校
３
年
終
了
ま
で
に
拡
大

し
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽

減
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と

思
う
が
。

答
・
町
長
　
町
の
財
政
も
厳
し
い

状
況
で
あ
り
、
こ
の
少
子
高

齢
化
の
関
係
は
、
も
う
一
度

よ
く
精
査
を
し
て
、
ほ
か
の

郡
内
と
同
等
に
と
は
言
え
な

い
が
、
何
と
か
幾
つ
か
の
点

に
つ
い
て
は
、
次
年
度
の
予

算
に
反
映
し
た
方
が
良
い
と

考
え
て
い
る
。
こ
の
医
療
費

の
無
料
化
も
含
め
て
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た

い
。

問
・
所
得
制
限
の
廃
止
と
子
供
の

医
療
費
の
無
料
化
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

答
・
町
長
　
母
子
、
父
子
家
庭
等

の
所
得
制
限
な
し
の
医
療
費

無
料
化
な
ど
、
弱
者
へ
の
支

援
は
充
実
し
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

住
環
境
の
整
備
を
早
急
に
！

子
育
て
支
援
と
少
子
化
の
対
応
は

一

般

質

問
議会２日目
６月14日昭

③
秋
山
豊
子
　
議
員

◆一般質問

▲信号機設置が待たれる交差点

▲こどもの健康は社会の願いです
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谷
田
川
排
水
機
場
の
改
築
に
よ
る

県
土
木
と
の
協
議
は

 
問
・
谷
田
川
第
一
機
場
改
修
中
の

こ
の
時
を
お
い
て
、
二
度
と

機
会
は
な
い
と
思
い
、再
度
、

排
水
樋
管
の
敷
高
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。邑
楽
東
部
第
一
、

第
二
に
排
水
機
場
が
そ
れ
ぞ

れ
、
Ｙ
Ｐ
　
・
５
メ
ー
ト
ル
、

11

Ｙ
Ｐ
　
・
９
メ
ー
ト
ル
で
竣

11

工
し
、
運
転
開
始
さ
れ
た
。

ま
た
、
谷
田
川
第
一
機
場
樋

管
を
Ｙ
Ｐ
　
・
０
メ
ー
ト
ル

13

に
改
修
中
で
あ
り
、
板
倉
町

関
連
排
水
樋
管
が
、
そ
れ
ぞ

れ
違
う
設
置
高
と
な
っ
て
し

ま
う
。
更
に
谷
田
川
自
然
排

水
樋
管
が
、Ｙ
Ｐ
　
・
９
メ
ー

11

ト
ル
と
聞
い
て
い
る
。ま
た
、

耐
用
年
数
も
過
ぎ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

答
・
町
長
　
谷
田
川
第
一
機
場
樋

管
の
敷
高
が
、
他
の
樋
管
と

数
値
が
違
う
と
い
う
指
摘
に

対
し
て
、
県
の
土
木
と
協
議

は
し
た
の
か
と
い
う
質
問
だ

が
、
機
場
の
運
転
水
位
や
、

放
流
先
で
あ
る
渡
良
瀬
川
の

水
位
等
、
総
合
的
な
判
断
に

基
づ
い
た
敷
高
設
定
と
な

り
、
県
土
木
事
務
所
の
判
断

で
な
く
、
利
根
川
上
流
工
事

事
務
所
の
判
断
と
聞
い
て
い

る
。確
た
る
資
料
は
な
い
が
、

谷
田
川
第
一
の
自
然
排
水
樋

管
は
、
昭
和
　
年
以
降
に
設

23

置
さ
れ
た
と
聞
く
。
邑
楽
東

部
第
一
樋
管
も
昭
和
　
年
に

59

設
置
さ
れ
た
と
知
り
、
遅
す

ぎ
た
と
感
じ
て
い
る
。
谷
田

川
第
一
自
然
排
水
樋
管
も
老

朽
化
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば

改
修
を
申
し
込
む
。

行
政
組
織
改
革
に
伴
う

県
内
各
市
町
の
実
態
は

 
問
・
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ

り
、
助
役
は
削
除
さ
れ
、
副

町
長
に
改
称
さ
れ
た
。
県
内

市
町
の
実
情
を
伺
い
た
い
。

個
人
的
に
は
、
当
町
で
も
副

町
長
を
選
任
し
、
将
来
を
見

据
え
た
福
祉
や
経
済
活
性
化

を
進
め
る
べ
き
と
思
う
。
自

治
体
組
織
を
把
握
し
、
運
営

し
て
い
く
実
務
者
は
、
選
挙

に
左
右
さ
れ
な
い
人
格
が
必

要
で
、
す
ぐ
に
育
つ
人
材
で

は
な
い
と
考
え
る
が
。

答
・
町
長
　
自
治
法
改
正
に
よ
る

各
市
町
の
副
市
長
、
副
町
長

の
設
置
状
況
は
、
町
村
の
部

で
　
の
町
村
で
設
置
条
例
を

23
持
ち
、
３
町
村
が
未
定
と

な
っ
て
い
る
。
市
の
部
で
は

　
の
市
で
副
市
長
設
置
条
例

10を
持
ち
、
２
市
が
条
例
な
し

と
な
っ
て
い
る
。
町
で
は
副

町
長
を
置
か
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
組
織
改
革
、

機
構
改
革
を
し
た
ば
か
り

で
、
状
況
を
見
な
が
ら
判
断

し
て
い
き
た
い
。

新
型
交
付
税
の
実
態
及
び

具
体
的
提
案
は

 
問
・
地
方
交
付
税
削
減
の
中
、
自

治
体
の
面
積
に
応
じ
た
交
付

税
配
分
案
を
決
め
た
と
聞
い

た
。
滋
賀
の
琵
琶
湖
に
５
～

６
億
円
の
予
算
配
分
が
あ
る

と
耳
に
し
た
。
琵
琶
湖
の
面

積
６
７
５
キ
ロ
平
方
メ
ー
ト

ル
、
渡
良
瀬
遊
水
地
は
　
キ
33

ロ
平
方
メ
ー
ト
ル
、
１
／
　20

の
面
積
で
あ
る
が
、
捨
て
が

た
い
面
を
持
つ
。
更
に
板
倉

は
　
・
８
キ
ロ
平
方
メ
ー
ト

41
ル
の
邑
楽
郡
一
広
い
面
積
を

持
つ
わ
け
だ
が
、
こ
れ
ま
で

に
国
か
ら
交
付
税
配
分
の
理

論
構
成
や
具
体
的
な
提
案
は

受
け
た
の
か
。

答
・
町
長
　
新
型
交
付
税
の
関
係

は
、
毎
年
度
総
務
省
が
地
方

財
政
制
度
や
計
画
に
つ
い

て
、
都
道
府
県
担
当
財
政
課

長
会
議
を
開
催
し
、
年
度
方

針
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ

を
受
け
、
県
の
担
当
者
が
国

の
資
料
を
も
と
に
各
市
町
村

課
長
に
説
明
し
て
い
る
。
新

型
交
付
税
需
要
額
は
５
兆
円

で
、
予
算
総
額
の
　
％
と
な

10

る
。
人
口
　
万
人
規
模
が
算

10

定
基
準
で
、
土
地
利
用
形
態

を
含
め
た
面
積
配
分
と
な

る
。
町
は
プ
ラ
ス
　
万
円
と

50

な
る
よ
う
だ
。

答
・
総
合
政
策
課
長
　
交
付
税
配

分
の
理
論
根
拠
は
、
農
地
、

学
校
、
道
路
、
公
園
な
ど
地

目
別
に
単
位
費
用
基
準
が
あ

り
、
精
算
す
る
と
　
億
３
，

32

３
９
５
万
円
と
計
算
さ
れ
る

が
、
実
質
交
付
税
は
　
億
５
，

14

０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
税
源
移
譲
個
人
住
民
税

額
は
、
１
億
４
，
０
０
０
万

円
と
見
積
も
っ
て
も
、
交
付

税
が
減
額
さ
れ
る
の
で
、
増

収
は
期
待
で
き
な
い
。
し
か

し
、
税
源
移
譲
税
額
分
は
、

支
出
目
的
に
制
約
を
受
け
な

い
利
点
も
あ
る
。

機
場
樋
管
の
敷
高
が
一
定
で
な
く

一
元
化
管
理
は
で
き
る
の
か

一

般

質

問
議会２日目
６月14日昭

④
石
山
徳
司
　
議
員

▲改修が予定されている谷田川第
１排水機場
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広
域
合
併
に
対
す
る

基
本
的
考
え
は

 
問
・
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
、
県

内
市
町
村
数
は
　
が
　
に
な

70

38

り
、
県
内
の
行
政
シ
ス
テ
ム

は
大
き
く
再
編
さ
れ
た
。
こ

の
間
、
館
林
・
邑
楽
地
区
に

お
い
て
も
合
併
問
題
が
議
論

さ
れ
た
が
、
大
き
な
前
進
は

な
く
、今
日
に
至
っ
て
い
る
。

先
般
実
施
さ
れ
た
統
一
選
挙

の
中
で
も
大
き
な
問
題
と
し

て
、
議
論
さ
れ
た
わ
け
で
あ

る
が
、
合
併
に
対
す
る
関
心

の
高
ま
り
と
同
時
に
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
合

併
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え

と
方
向
性
は
。

答
・
町
長
　
合
併
に
対
す
る
基
本

的
考
え
方
に
変
化
は
な
い
。

最
終
的
に
は
、
合
併
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い

る
。
邑
楽
郡
内
に
お
い
て
も

合
併
問
題
を
含
め
て
色
々
と

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る

が
、
こ
と
合
併
に
関
し
て
は

必
ず
し
も
意
見
が
一
致
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
面

は
広
域
行
政
推
進
の
中
で
諸

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。ま
た
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
現
在
考
え
て
い
な
い
。

将
来
、
合
併
問
題
の
機
が
熟

し
た
場
合
は
、
実
施
も
必
要

と
考
え
る
。
今
回
の
合
併
に

関
し
て
、
積
極
的
に
推
進
し

た
自
治
体
は
少
な
か
っ
た
と

認
識
し
て
い
る
。
む
し
ろ
財

政
再
建
の
立
場
か
ら
の
合
併

が
、
多
か
っ
た
と
感
じ
て
い

る
。
合
併
に
つ
い
て
は
、
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
両

面
が
あ
る
が
、
町
の
将
来
像

を
明
確
に
し
、
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
の
合
併
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る
。

経
営
安
定
化
方
策
の

動
向
及
び
基
本
的
考
え
は

 
問
・
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

に
お
け
る
、
米
作
農
家
の
加

入
者
数
の
状
況
及
び
未
加
入

者
に
対
す
る
、
今
後
の
町
当

局
の
考
え
方
は
。

答
・
町
長
　
現
在
、
加
入
者
は
い

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
町

の
現
状
を
考
え
る
と
極
力
、

加
入
し
て
も
ら
う
方
向
で
努

力
す
る
。

答
・
建
設
農
政
課
長
　
加
入
者
状

況
は
、
米
作
中
心
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
生
産
調
整
と
の

関
わ
り
の
中
で
、
理
解
の
難

し
さ
を
感
じ
て
い
る
。
安
定

的
な
農
業
経
営
を
考
え
た
場

合
、
制
度
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
極
力
加
入
し
て
も
ら
う

方
向
で
努
力
す
る
。
こ
の
制

度
は
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り

で
あ
り
、
認
定
者
制
度
と
品

目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
が

重
複
し
て
い
る
た
め
、
理
解

さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ

る
。
今
後
、
こ
の
制
度
を
普

及
さ
せ
る
た
め
に
も
、
特
例

措
置
等
と
の
併
用
の
中
で
、

加
入
者
の
増
加
に
努
め
た

い
。
ま
た
、
現
状
の
米
作
環

境
を
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
の

で
は
な
く
、
将
来
の
米
の
価

格
動
向
を
見
据
え
て
い
く
中

で
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
、
今
後
の
施
策
の
中
で

対
応
す
る
。

サ
ー
ビ
ス
低
下
を
招
く
要
因

副
町
長
の
起
用
は

 
問
・
行
政
機
構
改
革
に
よ
り
、
課

の
再
編
が
行
わ
れ
、
課
長
職

の
役
割
・
機
能
の
充
実
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
町
長

不
在
時
に
行
事
等
が
重
な
っ

た
場
合
に
は
、
現
状
で
は
多

少
問
題
を
抱
え
て
い
る
点
が

見
ら
れ
る
。
時
に
は
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
解
消
す

る
た
め
に
も
副
町
長
を
近
い

将
来
起
用
す
る
考
え
は
。

答
・
町
長
　
機
構
改
革
を
実
施
し

て
、
２
ヶ
月
足
ら
ず
で
あ

り
、
町
民
を
は
じ
め
職
員
の

間
に
も
戸
惑
い
が
あ
る
の
も

認
識
し
て
い
る
。
も
う
少
し

時
間
の
経
過
を
み
な
が
ら
、

全
体
的
な
進
捗
状
況
を
見
据

え
判
断
を
し
た
い
。

合
併
の
方
向
性
と
考
え
は

副
町
長
の
登
用
は
ど
の
よ
う
に

一

般

質

問
議会２日目
６月14日昭

⑤
宇
治
川
利
夫

議
員

◆一般質問

▲ヘリコプターによる小麦赤かび防除

▲機構改革により役場窓口が一本化
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子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
も

市
町
村
に
よ
っ
て
格
差

 
問
・
財
政
力
に
よ
っ
て
、
市
や
町

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
面
で
格

差
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
例

え
ば
、
少
子
化
対
策
の
子
ど

も
の
医
療
費
の
無
料
化
一
つ

と
っ
て
も
、
当
町
で
は
就
学

前
の
乳
幼
児
が
対
象
と
な
っ

て
い
る
が
、
中
学
校
卒
業
ま

で
医
療
費
助
成
を
し
て
い
る

町
村
が
あ
る
。
不
交
付
団
体

の
上
野
村
は
と
も
か
く
、
板

倉
町
よ
り
厳
し
い
町
で
も
実

施
し
て
い
る
。
次
世
代
育
成

行
動
計
画
の
中
で
、
少
子
化

問
題
は
重
要
で
あ
り
、
子
育

て
し
や
す
い
町
づ
く
り
を
推

進
す
る
と
述
べ
て
い
る
が
、

郡
内
で
は
ワ
ー
ス
ト
１
で
あ

る
。
小
学
校
卒
業
ま
で
医
療

費
の
無
料
化
の
拡
充
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答
・
町
長
　
実
績
か
ら
予
測
す
る

と
、
小
学
校
卒
業
ま
で
の
受

診
者
数
は
４
，
６
０
０
人
増

医
療
費
で
約
２
，
４
０
０
万

円
ほ
ど
増
え
る
。
近
隣
の
市

町
は
、
板
倉
町
よ
り
サ
ー
ビ

ス
の
面
で
は
高
い
が
、
群
馬

県
全
体
で
見
る
と
板
倉
町
と

同
程
度
が
６
割
を
占
め
て
い

る
。
限
ら
れ
た
予
算
で
あ
る

の
で
、
ど
こ
か
を
プ
ラ
ス
す

れ
ば
、
ど
こ
か
を
削
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
大
事
な
こ
と
で

も
あ
り
、
少
子
、
高
齢
化
対

策
を
含
め
精
査
し
、
次
年
度

は
要
望
の
高
い
も
の
を
反
映

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

で
き
れ
ば
県
内
、
せ
め
て

邑
楽
館
林
は
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を

 
問
・
子
育
て
に
つ
い
て
は
、
先
行

投
資
だ
と
思
っ
て
、
ぜ
ひ
拡

充
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
な

お
、
県
に
要
望
し
県
内
全
体

の
市
町
村
が
同
じ
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
、
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
働
き
か
け
て
い
た
だ

き
た
い
。
少
な
く
と
も
邑
楽

館
林
く
ら
い
は
、
同
一
歩
調

が
と
れ
な
い
か
。

答
・
町
長
　
基
本
的
に
は
同
じ
国

民
、
県
民
で
あ
る
と
い
う
場

合
に
は
同
等
が
望
ま
し
い
。

同
じ
県
内
で
も
大
分
差
が
あ

る
の
で
、
市
長
会
と
も
一
緒

に
、
同
じ
レ
ベ
ル
に
も
っ
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
強
く

要
請
し
て
い
る
。
邑
楽
・
館

林
市
に
近
づ
け
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
保
育
園
も

で
き
あ
が
る
の
で
、
次
年
度

予
算
に
反
映
で
き
る
よ
う
精

一
杯
頑
張
り
た
い
。

問
・
格
差
社
会
だ
か
ら
こ
そ
住
民

の
生
活
に
密
着
し
た
、
い
わ

ば
保
障
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
、
同
一
の
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
と
い
っ
て
も
財

源
確
保
が
問
題
で
あ
る
。
一

つ
に
は
事
業
の
見
直
し
に

よ
っ
て
捻
出
す
る
方
法
、
ま

た
、
従
来
の
請
負
型
か
ら
住

民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
へ
転

換
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と

思
う
が
。

答
・
町
長
　
財
政
が
こ
れ
だ
け
厳

し
く
な
っ
て
く
る
と
、
み
ん

な
で
協
力
し
合
い
、
知
恵
を

出
し
あ
っ
て
や
っ
て
い
く
こ

と
が
、
極
め
て
大
切
と
考
え

る
。
こ
れ
か
ら
は
、
人
材
活

用
の
ま
ち
づ
く
り
あ
る
い

は
、
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
が
大
切
と
考
え
る
。

ご
み
分
別
徹
底
で
修
理
費

健
康
増
進
策
で
医
療
費
節
約

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
・
資
源
化
セ
ン
タ
ー
の
ゴ
ミ
破

砕
機
な
ど
の
修
理
に
３
，
０

０
０
万
円
か
か
る
。
分
別
を

徹
底
す
る
こ
と
で
、
２
，
０

０
０
万
円
に
な
る
と
す
れ

ば
、
１
，
０
０
０
万
円
財
源

が
浮
く
こ
と
に
な
る
。ま
た
、

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と

で
、
医
療
費
の
節
減
に
つ
な

が
る
。
も
っ
と
積
極
的
に
健

康
増
進
や
予
防
策
に
力
を
入

れ
て
も
ら
い
た
い
が
。

答
・
町
長
　
こ
の
ま
ま
進
む
と
、

２
０
２
５
年
に
は
医
療
費
が

倍
以
上
に
な
っ
て
し
ま
う
な

ど
、
社
会
保
障
費
が
多
く
な

り
、
財
政
が
破
綻
す
る
こ
と

に
も
な
る
の
で
、
予
防
医
療

に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

財
政
問
題
と
市
町
村
間
の
住
民
サ
ー
ビ
ス

格
差
問
題
に
つ
い
て
問
う

一

般

質

問
議会２日目
６月14日昭

⑥
野
中
嘉
之
　
議
員

▲資源化センターの粗大ゴミ受け入れ
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請
　
願

◆
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に

対
す
る
請
願

請
願
者
　
食
と
み
ど
り
、
水
を
守

る
群
馬
県
民
会
議
　
議
長
　
坂
本

棟
男

結
果
　
採
択

意
見
書

　
請
願
の
採
択
に
伴
い
、
意
見
書

を
議
員
発
議
で
提
案
し
、
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
地
方
自
治
法
第
　99

条
の
規
定
に
よ
り
関
係
機
関
へ
意

見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

◆「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ（
経
済
連
携
協

定
）・
Ｆ
Ｔ
Ａ（
自
由
貿
易
協
定
）交

渉
に
対
す
る
」
意
見
書

（
要
旨
）　
本
年
か
ら
開
始
す
る
と

さ
れ
て
い
る
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ

Ａ
交
渉
に
対
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
政
府
は
、
農
産
物
も
含
む
関
税

撤
廃
を
強
く
主
張
す
る
と
み
ら
れ

て
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政

府
の
要
求
ど
お
り
、
農
産
物
の
輸

入
関
税
が
全
面
的
に
撤
廃
さ
れ
る

よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
政
府
試

算
で
も
、
肉
牛
・
酪
農
・
小
麦
・

砂
糖
の
主
要
４
分
野
に
お
い
て
約

８
，
０
０
０
億
円
も
の
打
撃
を
受

け
、
関
連
産
業
や
地
域
経
済
へ
の

影
響
を
含
め
る
と
２
兆
円
～
３
兆

円
規
模
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
食
料
受
給
率
は
　
％
台

30

に
低
下
す
る
な
ど
日
本
の
農
業
と

食
料
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る

こ
と
と
な
り
、
農
林
業
の
持
つ
多

面
的
機
能
が
失
わ
れ
、
農
山
村
の

崩
壊
、
国
土
の
荒
廃
、
環
境
の
悪

化
等
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

   さ
ら
に
、
昨
年
、
干
ば
つ
に
よ
っ

て
大
減
産
と
な
っ
た
よ
う
に
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
農
業
生
産
条

件
は
極
め
て
不
安
定
で
あ
り
、
こ

れ
に
安
易
に
依
存
す
る
こ
と
は
世

界
的
な
食
料
不
足
、
危
機
が
心
配

さ
れ
て
い
る
中
で
、
日
本
の
食
料

安
全
保
障
を
危
う
く
す
る
結
果
を

招
き
か
ね
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、

日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
あ

た
り
、
日
本
農
業
に
多
大
な
影
響

を
与
え
る
重
要
品
目
を
交
渉
か
ら

除
外
す
る
な
ど
の
対
策
を
求
め

る
。

（
提
出
先
）

　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　
　
外
務
大
臣

　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣
宛

◆
監
査
委
員
の
選
任
同
意

５
月
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
会
か

ら
選
出
の
町
監
査
委
員
に
青
木
佳

一
氏
が
全
会
一
致
で
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
　

特
別
委
員
会

　
板
倉
町
議
会
で
は
、
審
査
・
調

査
研
究
の
た
め
次
の
５
つ
の
特
別

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

（
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
）

●
合
併
問
題
調
査
特
別
委
員
会
　

（
　
人
）
◎
川
田
安
司
○
塩
田
俊

13
一
　
青
木
佳
一
　
石
山
甚
一
郎
　

秋
山
豊
子
　
青
木
秀
夫
　
野
中
嘉

之
　
市
川
初
江
　
石
山
徳
司
　
宇

治
川
利
夫
　
小
森
谷
幸
雄
　
延
山

宗
一
　
川
野
辺
達
也

●
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
対
策
特
別

委
員
会
（
５
人
）
◎
青
木
秀
夫
○

市
川
初
江
　
秋
山
豊
子
　
野
中
嘉

之
　
小
森
谷
幸
雄

●
環
境
治
水
対
策
特
別
委
員
会

（
６
人
）
◎
石
山
甚
一
郎
○
延
山

宗
一
　
川
田
安
司
　
塩
田
俊
一
　

石
山
徳
司
　
小
森
谷
幸
雄

●
板
倉
高
校
対
策
特
別
委
員
会

（
５
人
）
◎
青
木
佳
一
○
宇
治
川

利
夫
　
市
川
初
江
　
延
山
宗
一
　

川
野
辺
達
也

●
議
会
広
報
特
別
委
員
会（
６
人
）

◎
石
山
徳
司
○
野
中
嘉
之
　
市
川

初
江
　
小
森
谷
幸
雄
　
延
山
宗
一

川
野
辺
達
也

　去る、５月25日捷恒例の総務文教福祉常任委員会によ

る学校訪問が実施されました。

　町内の各小中学校を訪問し、学校の経営方針や取り組

み状況などを視察し、意見交換を行いました。

東小学校の授業参観視察のようす

◆請願・陳情・意見書・その他

授業参観

総務文教福祉常任委員会による学校訪問

議長　荻野美友

議長室エッセイ
　春夏秋冬、１年間のサイクルである。今年もまた田植

えも終わり、田畑は見渡すかぎり真青に映えている。秋

には、いっぱい稲穂をつけてくれるでしょう。毎日生活

をしていると、一見何の変哲もないようではあるが、40、

50年くらい前は、どうだったでしょう。７～10人くらい

で三代一緒に生活し、田植えも牛馬で代をつくり手で植

えて、一日一反も終われば良かった時代。もちろん自動

車など、こんなに普及するとは想像もしなかったし、昭

和50年代には、学校など、鉄筋コンクリート建てに様変

わりした。家族も最近は２、３人の世帯が多くなり、親子

別暮らしが多いのでは。

　いろいろ数えていけば、きりのないことばかりだが、

最近、特に問題視されているのが、地球温暖化現象であ

る。北極の氷河は随分少なくなり、桜の開花も２、３日早

くなったり、カエデの紅葉は２週間遅くなり、大雨の降

る頻度は、非常に高まったそうで、このままだと100年く

らい後世には、５度くらい高まり、想像もつかない世界

になると、国立環境研究所は警告をしている。あらゆる

面で、今が良ければ後世はという言葉も考えさせられる。
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町 政 へ
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　議会の本会議は公開制となっています。本会議当

日、受付簿に記入していただくだけで、どなたでも

自由に傍聴することができます。今度の定例会は９

月11日からを予定しています。

　議会傍聴についてのお問い合わせは、役場議会事

務局、電話82-1111　内線511番までお気軽にお電話く

ださい。

　
高
齢
者
社
会
が
急
速
に
進
展
し
て
い
る
。
少
し
気
に
な

る
の
は
高
齢
者
と
い
う
年
齢
、
現
在
　
歳
以
上
が
高
齢
者

65

と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
私
も
来
年
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

る
。
　

歳
以
上
は
人
生
　
年
時
代
？
の
高
齢
者
、
今
や
人

65

60

生
　
年
時
代
。
こ
れ
か
ら
は
、　

歳
以
上
を
高
齢
者
と
す

80

75

べ
き
と
思
う
が
？
無
論
個
人
差
が
あ
る
。
現
役
で
活
躍
し

て
い
る
元
気
な
人
も
い
れ
ば
、
体
調
を
崩
さ
れ
て
い
る
方

も
、
さ
ら
に
年
金
医
療
介
護
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
何

と
も
言
え
な
い
。
こ
こ
で
サ
ミ
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
の
青
春

の
言
葉
の
一
節
を
紹
介
し
た
い
。「
人
間
は
年
齢
（
と
し
）
を

重
ね
た
と
き
老
い
る
の
で
は
な
い
。
理
想
を
な
く
し
た
と

き
老
い
る
の
で
あ
る
。
希
望
の
あ
る
限
り
人
間
は
若
く
、

失
望
と
と
も
に
老
い
る
の
で
あ
る
。」
心
の
面
で
は
、
希
望

を
も
っ
た
元
気
な
お
じ
ち
ゃ
ん
で
あ
り
た
い
。
 野
中
嘉
之

嬉

幾

岐

忌

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄

希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希

希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希

『傍聴して町政を知る』
だれでも簡単にできます

“議 会 傍 聴”

一　言
ひ と こ と

安

全
で
安
心
な
町
民
の
足
と
し
て

～
高
齢
者
に
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
～
 

大
字
岩
田
　
増
田
礼
子
さ
ん

　
美
容
の
仕
事
を
し
て
い
る
私
で

す
が
、
お
客
さ
ま
と
の
お
話
し
の
中

に
、最
近
よ
く
出
て
く
る
言
葉
が
、

公
民
館
や
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
催
し

物
に
、行
こ
う
と
思
っ
て
も
行
け
な

い
。家
族
に
頼
ん
で
も
忙
し
く
て
、

送
っ
て
も
ら
え
ず
困
っ
て
し
ま
う
、

と
の
会
話
を
耳
に
し
ま
し
た
。

　
今
、
板
倉
町
の
交
通
機
関
と
し

て
は
、
定
期
路
線
バ
ス
が
運
行
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
定
期
路
線
以

外
の
町
民
（
特
に
高
齢
者
）
の
足

と
し
て
、
町
内
の
病
院
や
役
場
、

農
協
な
ど
の
公
共
施
設
を
巡
回
す

る
、
バ
ス
を
走
ら
せ
て
い
た
だ
け

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
車
社
会
の
世
の
中
で
、
自
由
に

行
動
で
き
な
い
高
齢
者
に
と
っ
て

は
、
深
刻
な
悩
み
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
安
全
で
安
心
し
て
目

的
地
へ
移
動
で
き
る
、
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
い
た
わ
り
の
あ
る
町
に
、
期
待

い
た
し
ま
す
。

病

院
・
介
護
福
祉
へ
の
充
実
を

～
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
を
中
心
と
し
た
施
設
を
～
 
大
字
細
谷
　
早
川
和
宏
さ
ん

   板
倉
町
に
生
ま
れ
育
ち
、
四
十

数
年
、自
然
も
人
も
大
好
き
で
す
。

　
こ
の
町
が
も
っ
と
暮
ら
し
や
す

く
な
る
に
は
、
町
全
体
に
活
気
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地

方
交
付
税
に
頼
ら
ず
、
町
独
自
で

税
収
を
増
や
す
こ
と
も
重
要
課
題

の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い

ち
医
療
人
と
し
て
町
政
に
求
め
た

い
こ
と
は
、
病
院
、
介
護
福
祉
へ

の
充
実
さ
で
す
。

　
ま
た
、
難
病
や
癌
で
苦
し
ん
で

い
る
人
が
、
多
い
こ
の
時
代
、
ホ

ス
ピ
ス
ケ
ア
を
中
心
と
し
た
施
設

を
望
み
ま
す
。
痛
み
や
死
へ
の
恐

怖
で
苦
し
ん
で
い
る
人
を
見
る

と
、
医
療
に
憤
り
を
感
じ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
苦
し
み
や
恐
怖
を
和
ら
げ
、
一

人
一
人
が
人
間
と
し
て
、
尊
厳
を

持
ち
、
最
期
の
時
を
迎
え
ら
れ
る

ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
は
、
今
、
重
要
視

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
施
設
が
、
自
然
豊
か
な

板
倉
町
に
あ
っ
た
ら
心
が
和
み
、

生
き
る
希
望
が
出
る
と
信
じ
ま

す
。


